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第
24
回
作
家
展

会
期
／
前
期
　
平
成
27
年
10
月
16
日
（
金
）
〜
10
月
21
日
（
水
）

　
　
　
後
期
　
平
成
27
年
10
月
23
日
（
金
）
〜
10
月
28
日
（
水
）

会
場
／
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館

主
催
／
日
本
盆
栽
作
家
協
会

盆
栽
は
作
家
な
く
し
て
作
品
な
し

作
品
な
く
し
て
芸
術
な
し

盆
栽
は
、
十
年
手
元
に
持
つ
と
、
真
に
自
分
の
「
作
品
」
と
な
り

ま
す
。
十
年
と
い
わ
な
い
ま
で
も
、
最
低
で
も
五
年
は
手
元
に
持
っ

て
自
分
の
「
作
品
」
と
し
て
愛
情
を
か
け
て
欲
し
い
。

そ
れ
く
ら
い
心
の
余
裕
が
無
く
て
は
、
楽
し
さ
が
わ
い
て
こ
な
い
し
、

心
の
眼
も
、
真
の
審
美
眼
も
開
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
作
家
と
し
て
の
目
的
意
識
を
持
ち
、
個
性
的
な
作
意
と

創
意
で
作
る
。
そ
こ
で
初
め
て
芸
術
た
り
う
る
も
の
が
誕
生
す
る

の
で
す
。

日
本
盆
栽
作
家
協
会
は
、
盆
栽
界
の
発
展
の
た
め
に
真
の
盆
栽
の

「
作
家
」
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第 24 回 作家展 （ 作品の説明をする小林幹事 ）

楓（カエデ　株立）
鉢：均窯長方

山田登美男（埼玉県）

本作は、45 年前に入手
したものである。当時、
将来の樹形を想定して、
主木の手前一本を取木
して、右手前に移植し
たのが、現在ようやく
理想的な姿に辿り着い
た。盆栽はその樹の将
来を創造することによ
り、更に大きな景色を
つくることができる。
風情のある景趣を楽し
んでもらいたい一点で
ある。

前
　
期



五葉松　鉢：南蛮太鼓胴　　矢内 信幸（大阪府）

本作は、五葉松ではないと表現することができない自然美のある樹形である。「斜幹（しゃかん）」と呼ばれる
幹模様の、厳しいまでの幹味が見どころである。

花梨　　鉢：中国正方　　山崎 純一（富山県）

この花梨は、1997 年に入手し、以来 18 年間培養に取り組んできたものである。ようやく作品として自信を持てるレベル
まで到達できたと思っている。今後は枝のホグレや鉢写り等を追求し、樹格向上に努めていきたいと思っている。

山もみじ
鉢：和緑釉楕円

菊岡 成泰（奈良県）

本作は、40 数年前より
培養しているものであ
る。当時は数本の樹を寄
せて植えた「寄せ植え」
という樹形であったが、
現在はご覧のとおり３本
の幹が一株となってお
り、その盤状に広がりつ
つある根元の造型美を楽
しんでいる。

五葉松　　鉢：和正方

馬場 守一（群馬県）

本作には、自然環境の荒々しさが
表現されている。幹は傾き、根は
露出し、枝は垂れ下がりながら、

「生き延びることの出来る方法」
で成長した結果、現在の樹形に
なっている。



アメリカ蔦・黒松　鉢：和楕円水盤　　米沢 増雄（東京都）

紫黒色の華奢な実を付けたアメリカ蔦に、軽妙洒脱（けいみょうしゃだつ）な卓と、黒松の石付き盆栽を合わせた。
静寂の美を感じてほしい一席である。

五葉松（銘：鳳林）　　鉢：常滑白泥外縁下紐長方　　須藤 雨伯（栃木県）

この樹は私の先代の残された盆栽で、私はひたすら 50 年培養してきた。この機会に銘を付けて、なお一層「樹を養う
ことをもって人を養う法となる」を我が教訓とし、精進したいと思う。銘「鳳林」は金閣寺住職（1592 〜 1668）の名
に由来する。鳳林和尚は多芸多趣味の人で、詩文、茶道、盆栽、盆石に強い好奇心と風流をもった人物である。

五葉松　　鉢：和丸

阿部 健一（福島県）

樹齢実生 48 年、5 年
ものの苗木に、「曲づ
け 」（ 幹 や 枝 を 針 金
掛けで曲げて風情を
出すこと）をして畑
で 30 年間培養した。
その間に幹に「曲づ
け」をくりかえし行
い、18 年前に鉢上げ
を行った。最初の整形
を行う時に足元の立
ち上がりを活かすた
めに、思い切って樹高
の３分の２以下の枝
を全て切り落とした。
その上で、高い場所
の枝を落ち枝の裏枝
として使い、左流れ
を強調するため、落
ち枝の差し枝を使い、
自然らしさの表現を
心掛けてみた。

深山海棠（ミヤマカイドウ）
鉢：中国新渡

野上 寿明（富山県）

平成元年に種をまき、平成 5 年に
株立ちになるように根本で切り込
み、石に付け、今まで花が咲いて
も全部取っていたが、今年はじめ
て実をつけてみた。春の花どきも
美しいが秋の実がたわわな景色も
一段と美しいと思う。
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原
田
峯
雲
は
、
一
八
九
八
年
（
明
治

三
一
年
）
東
京
・
荒
川
区
日
暮
里
に
生
ま

れ
、
そ
の
父
初
代
原
田
峯
雲
か
ら
蠟
型
鋳

造
の
技
法
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

私
共
、
清
香
園
も
初
代
以
来
三
代
目
釜

次
郎
ま
で
日
暮
里
の
す
ぐ
隣
り
旧
根
岸
小

学
校
の
近
く
に
開
園
し
て
お
り
ま
し
た
関

係
で
峯
雲
に
つ
い
て
は
よ
く
聞
い
て
お
り

ま
し
た
し
、作
品
も
数
点
残
っ
て
お
り
ま
す
。

初
代
原
田
峯
雲
は
江
戸
名
越
家
の
釜
師

名
越
弥
五
郎
昌
春
の
も
と
で
釜
を
か
け
る

風
炉
を
製
作
し
て
い
た
職
人
で
あ
っ
た
。

恐
ら
く
明
治
の
変
動
期
に
あ
た
っ
て
生
活

に
も
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
子
二
代
峯
雲
が
花
器
の
専
門
店

「
か
ん
べ
や
」
で
働
い
た
と
こ
ろ
を
見
れ

ば
、
そ
の
父
初
代
峯
雲
も
蠟
型
に
よ
る
花

器
の
製
作
も
手
が
け
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
の
で
あ
る
。
初
代
峯
雲
は
釜
師
家
よ
り

鋳
造
の
割わ

り
（
金
属
の
配
合
）
を
伝
授
さ
れ
、

そ
の
子
に
、
銅
、
し
ん
ち
ゅ
う
、
す
ず
の
使

い
方
を
さ
ら
に
伝
え
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

二
代
原
田
峯
雲
は
さ
ら
に
卓
越
し
た
技

量
を
以
て
花
器
専
門
店
「
か
ん
べ
や
」
の

た
く
同
等
の
価
値
を
持
つ
製
作
品
に
プ
ラ

イ
ド
を
以
っ
て
そ
れ
に
あ
た
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。
昭
和
十
四
年
農
業
世
界

発
行
の
「
全
日
本
美
術
盆
栽
写
真
集
」
に

よ
れ
ば
、
二
代
峯
雲
は
頭
初
花
器
類
す
な

わ
ち
薄
端
を
製
作
し
た
が
、
こ
れ
は
、
華

道
の
真
、
行
、
草
を
修
得
す
る
立り

っ
か華
の
た

め
の
形
態
を
主
眼
と
し
、
そ
れ
か
ら
盛
花

の
た
め
の
花
器
水
盤
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
だ
け
の
技
量
を
持
つ
峯
雲
に
し

て
み
れ
ば
浅
物
ま
た
は
薄
物
と
彼
が
称
す

る
薄
手
の
水
盤
製
作
は
得
意
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
蠟
型
鋳
造
に
よ

る
一
点
作
品
の
峯
雲
水
盤
は
一
つ
も
粗
漏

の
あ
る
も
の
は
、
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

峯
雲
の
作
品
の
も
う
一
つ
の
特
色
は
、

そ
の
地
肌
の
美
し
さ
で
あ
る
。
青
銅
仕
上

げ
に
し
て
も
、
斑む

ら
し
ど
う

朱
銅
仕
上
げ
に
し
て
も
、

そ
の
斑
紋
の
見
事
さ
は
息
を
飲
む
ば
か
り

で
あ
る
。
一
般
に
は
鋳
造
製
品
は
鋳
造
家

と
仕
上
げ
師
は
別
々
の
工
程
で
、
別
の
職

人
が
行
う
の
で
あ
る
が
、
峯
雲
は
、
そ
の

鋳
造
、
仕
上
げ
の
工
程
を
、
い
ず
れ
も
自

ら
行
う
習
慣
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

下
職
と
し
て
花
器
水
盤
の
製
作
に
あ
た
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
技
量
に
眼
を
つ
け

た
の
が
鈴
木
倉
吉
豊
香
園
主
で
あ
る
。
明

治
末
年
よ
り
盆
栽
専
業
と
な
っ
た
鈴
木
豊

香
園
は
、
明
治
初
期
の
水
石
愛
玩
が
台
石

ま
た
は
苔
植
え
一
辺
倒
で
あ
る
の
に
対

し
、
現
在
の
水
石
愛
好
の
主
流
を
な
す
水

盤
鑑
賞
を
考
案
し
た
人
物
で
、
原
田
峯
雲

の
水
盤
製
作
の
原
緒
を
開
い
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
作
品
は
「
豊
香
鑑
」
ま
た
は
「
豊

香
撰
」
の
落
款
と
し
て
、
峯
雲
鋳
と
し
て

今
に
残
る
。

原
田
峯
雲
が
豊
香
園
の
依
頼
を
受
け
て

銅
盤
製
作
を
し
た
背
景
に
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
は
、
当
時
の
盆
栽
、
水
石
鑑
賞
が
社

会
的
に
き
わ
め
て
高
い
位
置
に
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
豊
香
園
な
ど
の
業
者

は
あ
く
ま
で
も
数
奇
者
の
手
足
で
あ
り
、

し
か
も
今
よ
り
ず
っ
と
美
術
全
般
に
わ
た

り
造
詣
が
深
く
、
愛
好
家
の
意
を
汲
ん
だ

水
盤
製
作
も
そ
う
し
た
愛
好
家
の
示
唆
を

受
け
て
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
水
盤
の
製
作
に
あ
た
る
峯
雲
に

し
て
も
、
茶
器
や
花
器
を
造
る
の
と
ま
っ

日本盆栽作家協会代表幹事

山田登美男

◇ 名鉢！  
  原田峯雲の銅盤研究

《BONSAI》

左：うら面と落款部分を拡大した写真。　上：おもて面。

筆者所蔵の峯雲作の銅盤にての水石作品。



世界のBONSAI 文化－人はなぜひかれるか
2016 年 ２月 11 日

よみうり大手町ホール（東京）

国際盆栽シンポジウム 2016
２
０
１
７
年
４
月
に
日
本
の

さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
る「
第

８
回 

世
界
盆
栽
大
会
」
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本

人
の
美
意
識
や
盆
栽
文
化
の
あ

る
べ
き
将
来
像
を
基
調
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
し
て
描
き
出
し
ま
し
た
。

司
会
役
に
埼
玉
大
学
准
教
授 

石
上
城
行
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、

大
原
美
術
館
館
長 

高
階
秀
爾
、

芙
蓉
園
園
主 

竹
山
浩
、
清
香
園

五
代
目 

山
田
香
織
、
イ
タ
リ
ア

エ
ウ
ガ
ネ
ア
盆
栽
協
会
副
会
長 

エ

ド
ア
ル
ド
・
ロ
ッ
シ
、
写
真
家
ク

リ
エ
イ
タ
ー 

桐
島
ロ
ー
ラ
ン
ド
を

迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
識
か
ら

美
意
識
や
自
然
観
、
世
界
観
、

西
洋
美
術
と
の
比
較
等
、
白
熱

し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
宮
盆
栽
美
術
館 

田

口
学
芸
員
か
ら
盆
栽
文
化
の
歴

史
解
説
、
ま
た
特
別
公
演
と
し

て
、
九
世
野
村
万
蔵
、
河
野
佑

紀
に
よ
る
狂
言
『
盆
山
』
が
演

じ
ら
れ
、
会
場
を
埋
め
た
観
客

を
沸
か
せ
ま
し
た
。　

  

（
敬
称
略
）

国
際
盆
栽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　　
歓
迎
パ
ー
テ
ィ

　
　
　
　

２
０
１
６
年 

２
月
10
日

　
　
　
　

さ
い
た
ま
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

五葉松　銘「うず潮」

盆栽の文化・歴史解説

狂言『盆山』の公演

清水勇人さいたま市長のご挨拶をイタリア語に通訳
琴の演奏（菊地奈緒子）

芸者さんと記念撮影歓迎パーティ会場全景 山田会長とイタリア支部の役員の皆様

パネリストの皆さんの活発な議論が展開されました。

11 10

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
観
覧
で

普
段
直
接
ふ
れ
あ
う
機

会
の
少
な
い
日
本
盆
栽

作
家
協
会
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

支
部
の
皆
様
が
団
体
で

来
日
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

前
日
夜
、
さ
い
た
ま
市
長 

清
水
勇
人
、
牧
原
ひ
で
き

衆
院
議
員
、
県
・
市
議
会

議
員
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

パ
ネ
ラ
ー
、
運
営
ス
タ
ッ

フ
も
併
せ
、
当
協
会
会

長 

山
田
登
美
男
主
催
に

よ
る
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
の
ご
挨
拶
、

狩
野
嘉
宏
の
横
笛
演
奏
、

菊
地
奈
緒
子
の
お
琴
の

演
奏
等
も
堪
能
し
、
大
い

に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　

      　
（
敬
称
略
）
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日本盆栽作家協会　アジア交流記
2016 年 5 月 8 日

中国山東省寿光市

「2016 中国寿光杯」

1213

「
表
演
開
始
！
」

号
令
と
共
に
樹
高
60
㌢
の
真

柏
を
欧
州
、
ア
ジ
ア
各
国
か
ら

な
る
15
名
の
作
家
が
一
斉
に
改

作
を
始
め
た
。

5
月
8
日
山
東
省
寿
光
市
に

て
行
わ
れ
た
、雑
誌「
中
国
盆
景
」

編
集
長
、
蘇
放
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ザ
ー
ズ

「
２
０
１
６
寿
光
杯
」
の
ワ
ン

シ
ー
ン
で
あ
る
。

競
技
大
会
風
の
デ
モ
は
観
覧

者
が
ど
の
人
の
改
作
を
見
る
か

自
由
に
移
動
可
能
。
人
だ
か
り

の
数
が
実
力
を
証
明
す
る
仕
組

み
は
私
の
作
家
魂
に
火
を
つ
け

る
最
高
の
舞
台
だ
っ
た
。

伝
統
へ
の
挑
戦

盆
栽
づ
く
り
の
変
革

全
世
界
の
作
家
交
流

右
記
３
点
を
目
標
に
定
め
た

寿
光
杯
は
実
力
が
あ
れ
ば
年
齢
、

国
籍
を
問
わ
ず
、
名
声
を
勝
ち

得
る
こ
と
を
全
世
界
へ
提
示
し
た
。

中
国
の
盆
栽
業
界
に
は
以
降
多

く
の
若
者
が
集
ま
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
業
界
も
若
者
が
参
加

で
き
る
土
壌
が
で
き
る
よ
う
、

緊
急
に
篩
を
振
る
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
国
の
英
雄
に
習
い
「
烈
士

暮
年
、
壮
心
止
ま
ず
」
の
志
を

掲
げ
若
者
に
負
け
ぬ
よ
う
邁
進

し
た
い
。

4
月
17
日
～
19

日
、
米
国
コ
ネ
テ
ィ

カ
ッ
ト
州
に
てM

id 
A

tlantic B
onsai 

Society 

が
主
催
す

る
展
示
会
に
参
加
し
た
。

助
手
に
弟
子
の
神

君
と
メ
キ
シ
コ
人

弟
子
の
ウ
ー
ゴ
、
通

訳
に
大
ベ
テ
ラ
ン
で

あ
る
メ
タ
ク
サ
ス
・

英
子
さ
ん
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
。

展
示
会
は
樹
齢

20
年
ほ
ど
の
真
柏

素
材
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
展
示
盆

栽
の
審
査
、
デ
モ
と

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
売

店
な
ど
、
多
様
性
に

富
み
、
全
行
事
を
ホ

テ
ル
内
で
行
う
合

理
性
を
備
え
て
い

る
。
盆
栽
技
術
の
レ

ベ
ル
は
さ
て
お
き
、

組
織
内
の
上
下
に

囚
わ
れ
過
ぎ
な
い

役
割
分
担
の
明
確

さ
と
風
通
り
の
良

さ
は
、
規
律
を
重
ん

じ
る
日
本
人
も
学

ぶ
べ
き
で
あ
る
。

　
　
（
小
林
國
雄
）

　
　
　
　

２
０
１
6
年 

4
月
17
日
～
19
日

　
　
　
　

米
国
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州　

（日本盆栽作家協会常任幹事）

　　　　　小林 國雄

　筆者によるデモンストレーション。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 撮影者：鈴木浩之 ）

上：展示会場風景。

下：筆者による盆栽講義。

★

盆栽展示会　Mid Atlantic Bonsai Society 東
京
都
葛
飾
区
に
あ
る

都
立
農
産
高
校
体
育
館

に
て
、
並
川
直
人
同
校
校

長
の
依
頼
で
１
年
生
と
２

年
生
５
０
０
人
を
対
象

に
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
同
校
は
、
私
の
母
校

で
も
あ
り
ま
す
。

演
題
は
、「
盆
栽
を
と

お
し
た
も
の
づ
く
り
・
ひ

と
づ
く
り
～
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
目
指
す
に
当

た
っ
て
心
に
留
め
て
お

く
こ
と
～
」
で
す
。

芸
術
と
は
創
り
手
の
人

間
性
な
く
し
て
生
ま
れ

な
い
。
陶
芸
、
彫
刻
、
音

楽
、
文
学
、
書
道
、
華
道
、

人
が
創
り
出
す
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
は
、
作
家
が

育
っ
て
き
た
環
境
と
歴

史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
人
が
で
き
て
い

な
く
て
は
良
い
作
品
な

ど
出
来
な
い
の
で
精
神

の
陶
冶
高
揚
を
目
指
そ

う
と
い
う
趣
旨
の
話
を

し
た
。
私
の
話
を
聞
い
た

生
徒
た
ち
が
志
を
抱
い

て
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦

し
て
く
れ
た
ら
う
れ
し

い
。　
　
　
（
小
林
國
雄
）

母
校
都
立
農
産
高
校
で
講
演

　
　
　
　

２
０
１
６
年 

３
月
16
日

　
　
　
　

於 

都
立
農
産
高
校
体
育
館　
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作家展主旨

本
協
会
が
主
催
す
る
作
家

展
は
、
生
き
た
伝
承
芸
術
、

盆
栽
作
家
の
精
神
高
揚
と

高
度
な
盆
栽
美
を
作
出
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

盆
栽
作
家
は
人
間
性
の

豊
か
な
感
性
を
磨
き
、
自

然
愛
を
基
本
と
し
た
芸
風

を
作
品
に
表
現
さ
れ
る
こ

と
が
、
最
も
大
切
で
あ
り
、

お
互
い
を
研
鑽
し
合
い
、

盆
栽
文
化
の
一
層
の
発
展

を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
盆
栽
作
家
を

め
ざ
す
条
件
は
大
変
に
厳

し
く
、
自
然
と
の
調
和
を

図
り
、
永
い
修
練
の
中
か

ら
体
得
し
、
そ
の
積
み
重

ね
か
ら
美
の
心
を
包
合
す

る
作
業
で
あ
り
ま
す
。
今

日
の
作
家
群
が
明
日
の
社

会
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

ボ
ン
サ
イ
・
ア
ー
ト
と
し

て
、
環
境
保
全
等
に
貢
献

で
き
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

　日時：2017 年 4 月 27 日（木曜日）～ 4 月 30 日（日曜日）
　 メイン会場：さいたまスーパーアリーナ、大宮ソニックシティ、パレスホテル大宮
　 サ ブ 会 場：武蔵一宮氷川神社、さいたま市大宮盆栽美術館、大宮盆栽村
　【主なプログラム】
1：デモンストレーション
　　 日本を代表する 13 名と世界各地から招聘した 8 名の盆栽作家によるデモンストレーションを、すべて

見学することができます。 デモンストレーションでは、盆栽の素材となる原木の枝や幹を剪定したり、
針金によって姿を整えたりすることで、盆栽の形を作り出す過程をお見せします。

2：歓迎レセプション、友好の夕べ（夕食）への参加
3：日本文化体験教室などへの参加
4：下記のさいたまスーパーアリーナで記念開催される「日本の盆栽水石至宝展」へのフリーパス
5：サブ会場を結ぶシャトルバスの無料利用
※ 参加登録料：通常料金 40,000 円（ 2016 年 10 月 31 日まで早期割引料金 35,000 円 ）
　 申 込 先 ：公式ホームページ world-bonsai-saitama.jp/

第 8 回世界盆栽大会 in さいたまでは、多くの皆様に日本が誇る盆栽・水石の最高峰の作品をご覧
いただくために、さいたまスーパーアリーナで「日本の盆栽水石至宝展」を開催します。

300 席を超える盆栽、皐月、小品盆栽、水石の名品を展示するほか、主催者展示として、「皇居の
盆栽展示（予定）」「盆栽の歴史と文化」「映像で見る『世界の BONSAI 紀行』」、盆栽や関連グッズ
の売店エリアも併設します。また会場内ステージでは、盆栽作家によるデモンストレーションをは
じめ、様々なステージイベントを実施する予定です。是非お越しください。

 
日時：4 月 28 日 ( 金 ) ～ 30 日 ( 日 )　　会場：さいたまスーパーアリーナ
  入場料（税込）　1,000 円（前売り 800 円）※保護者同伴に限り小学生以下無料
2016 年 10 月より各プレイガイド、コンビニエンスストアにて前売券販売予定！

第
24
回 

作
家
展

　
後
　
期

サブ会場の一つの氷川神社の舞殿
での盆栽展示予定イメージ。

メイン会場のさいたまスーパーアリーナ さいたまスーパーアリーナ
内のコミュニティアリーナ

日本の盆栽・水石の枠を一堂に集めた、世界最高峰の展示会
日本の盆栽水石至宝展
第８回 世界盆栽大会 in さいたま The 8th World Bonsai Convention, SAITAMACITY



真柏　　
鉢：和丸

琳葉 千絵（東京都）

水すいの褐色と透き通
るようなシャリの白さ
が美しい、半懸崖の真
柏。樹の良いところを
最大限に生かし、静か
に語る真柏の言葉に耳
をかたむける。幹から
感じる生命力を大切に、
作品に仕上げました。

山もみじ（紅千鳥）
鉢：白交趾楕円（真山）

塚田 博巳（茨城県）

今から約 30 年前に入手し
たものです。50cm の苗木
に「曲づけ」（幹や枝を針
金掛けで曲げて風情を出
すこと）をして畑に植え
て、肥培をし続けました。
8 年前に畑から地上げして
作り始めて、現在の姿に
なりました。

杜松（としょう）　　鉢：紫泥楕円　　秋山 実（山梨県）

鋭く尖った葉を特徴とする杜松は、「ねずみさし」または「ねず」と呼ばれています。本作は杜松では珍しい株立ち樹形
となっています。厳しい姿の樹形ではなく、「株立ち」で景色が広がる樹形を心がけました。

皐月（さつき）（晃山）　　鉢：朱泥切立下紐雲足長方　　小林 國雄（東京都）

根張りと立ち上がりの品の良さに魅せられ入手。左の一の枝を取り、空間を現出することで「形小相大」を表してみました。
盆栽は線の動きと空間、そして時間経過の美が大切な要素であると思います。



杜松（としょう）　 鉢：中国輪花式　　養田 昂之（東京都）

幹模様と杜松特有の「シャリ」の味、そして「水すい」の芸の素晴らしさには、今にも動き出しそうな迫力があります。
今後も培養に努め、新たな魅力を作出していきたいと思います。

五葉松（半懸崖）　　鉢：和八角　　今井 千春（神奈川県）

中品ながら立ち上がりからうねりを伴い力強く下垂する幹模様と、葉性の良さに魅力を感じ、４年前に入手しました。以後、枝作
りに専念し、現在に至っています。まだ未完成の樹ですが、ようやく飾れる姿になってきたので、今回出品させていただきました。

五葉松（瑞祥）
鉢：誠山外縁長方

吹田 勇雄（宮城県）

五葉松（瑞祥）は成長
が早く、芽出しが良く、
作りやすい品種です。
この樹は立ち上がりが
良く、個性的な前枝が
特徴で、背のわりには
幹の太さが有り、普通
の模様木と違い個性的
な感じが気に入り入手
しました。今後は右の
一の枝の充実を図り、
芽数を減らしながら雄
大に作って行きたいと
考えています。

赤松　　鉢：紫泥輪花

福舘 治（岩手県）

サバを噛みながら立ち上がり、激しくうね
りながら下降する幹には、山取り特有の荒々
しさが感じられます。この赤松を入手した
当初は半枯れの状態でした。樹勢回復に努
め、野趣を活かすため、針金をかけない様
にしています。



表　紙：五葉松（銘 福寿丸）  第 25 回 作家展  出品予定　（会期： 2016 年 10 月 14 日〜 26 日）
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